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〈
コ
ラ
ム
〉
勝
海
舟
墓
石
の
碑
銘
は
誰
が
書
い
た
？ 

星
川 

礼
応  

１ 

海
舟
墓
石
の
字
は
徳
川
慶
喜
筆
？ 

 

現
在
、
洗
足
池
の
畔
に
は
、
勝
海
舟
と
夫
人
・
民
の
五
輪
塔
の
形
を
し
た
墓
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
地

（
古
く
は
千
束
村
と
い
っ
た
）
と
海
舟
と
の
間
に
あ
っ
た
江
戸
無
血
開
城
以
来
の
因
縁
や
、
別
荘
「
洗
足

軒
」
の
造
営
の
経
緯
、
明
治
３
２
（
１
８
９
９
）
年
１
月
１
９
日
に
亡
く
な
っ
た
後
、
生
前
の
意
思
に
よ

り
洗
足
池
畔
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
や
、
昭
和
に
入
り
民
夫
人
（
明
治
３
８
年
没
）
の
墓
が
青
山
墓
地
か
ら

現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
細
か
い
経
緯
に
つ
い
て
今
回
は
割
愛
す
る
。
大
概
は
、
既
に
常
設
展

や
当
館
図
録
等
で
も
詳
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
欲
し
い
。 

今
回
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
海
舟
墓
石
の
水
輪(

１)

に
刻
ま
れ
た
「
海
舟
」
の
字
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 
 

一
見
、
何
の
変
哲
も
な
い
二
文
字
だ
が
、
旧
来
こ
の
字
は
、
か
つ
て
の
江
戸
幕
府
第
１
５
代
将
軍
・
徳

川
慶
喜
が
書
い
た
も
の
と
す
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
き
た(

２)

。 
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し
か
し
、
こ
の
通
説
は
資
料
的
根
拠
が
薄
く
、
同
時
代
資
料
に
基
づ
く
裏
付
け
も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
実
際
に
墓
石
の
文
字
を
見
る
と
、
慶
喜
の
筆
跡
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。 

そ
ん
な
中
、
最
近
の
資
料
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
早
速
報
告
し
よ
う
。 

 

２ 

通
説
の
出
所
と
再
検
証 

～
「
徳
川
家
達
筆
」
の
可
能
性
～ 

 

資
料
を
見
る
前
に
、「
海
舟
墓
所
の
二
字
は
慶
喜
筆
」
と
す
る
通
説
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
管
見
の
限
り
、
そ
の
出
所
と
思
し
き
最
古
の
記
述
は
、
海
舟
の
知
友
で
自

身
も
旧
旗
本
で
あ
っ
た
戸
川
残
花
（
安
宅
）
が
著
し
た
『
海
舟
先
生
』(

３)

の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
曰
く
、

「（
海
舟
）
先
生
の
遺
骸
は
、
一
月
廿
五
日
、
東
京
府
下
荏
原
郡
馬
込
村
千
束
池
畔
に
葬
り
、
今
は
徳
川 

公
爵
が
書
か
れ
た
『
勝
海
舟
』
の
三
字(

４)

が
、
碑
石
の
表
に
残
り
、
折
々
有
志
の
人
の
参
拝
す
る
の
み
で

あ
る
」
と
。
こ
こ
か
ら
、「
徳
川
公
爵
」
が
海
舟
墓
石
の
碑
銘
を
書
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

で
は
、
こ
れ
を
直
ち
に
慶
喜
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
と
、
否
で
あ
る
。
『
海
舟
先
生
』
が
刊
行

さ
れ
た
明
治
４
３
年
当
時
、「
徳
川
公
爵
」
は
２
人
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
慶
喜
と
徳
川
宗
家
の
当
主
、

家
達
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
通
り
の
人
物
比
定
が
可
能
そ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

家
達
が
明
治
１
７
（
１
８
８
４
）
年
７
月
に
明
治
政
府
か
ら
公
爵
に
叙
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
慶
喜
の

受
爵
は
明
治
３
５
年
６
月
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
海
舟
が
死
去
し
た
明
治
３
２
年
当
時
の
「
徳
川
公
爵
」

は
、
紛
れ
も
な
く
家
達
た
だ
１
人
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
中
の
海
舟
死
去
当
日
（
明
治
３
２
年
１
月

１
９
日
）
に
関
す
る
叙
述(

５)

に
注
目
す
る
と
「
十
九
日
の
中
夜
に
は
前
将
軍
家
慶
喜
公
、
今
の
公
爵
従
三

位
家
達
公
の
親
し
く
問
は
せ
玉
ふ
あ
り
」
と
あ
り
、
戸
川
が
依
然
と
し
て
慶
喜
を
「
徳
川
公
爵
」
で
は
な

く
「
前
将
軍
家
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
戸
川
が
海
舟
墓
石
の
字
を
書
い

た
と
す
る
「
徳
川
公
爵
」
は
、
慶
喜
で
は
な
く
、
家
達
を
指
し
て
い
る
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る(

６)

。 

 

３ 

『
勝
伯
爵
家
執
事
日
誌
』
に
見
る
真
相 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
資
料
に
基
づ
き
「
海
舟
墓
所
の
二
字
を
誰
が
書
い
た
か
」
問
題
を
解
き
明
か
し
て

と
が
わ 

ざ
ん
か 

 
 

や
す
い
え 

ふ
か 
え
ば
ら
ぐ
ん 
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い
こ
う
。
明
治
３
２
年
１
月
１
９
日
の
海
舟
の
死
を
境
に
、
勝
伯
爵
家
で
は
『
執
事
日
誌
』
が
書
き
残
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
、
墓
所
造
営
に
関
す
る
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
早
速
、
そ
の
中
か

ら
一
ヶ
所
を
抜
粋
し
て
見
て
み
よ
う
。 

〔
資
料
〕『
勝
伯
爵
家
執
事
日
誌
』
明
治
３
２
年
１
１
月
１
０
日
条 

 

 

 

右
は
、
海
舟
の
死
か
ら
約
１
０
ヶ
月
後
の
明
治
３
２
年
１
１
月
１
０
日
の
勝
伯
爵
家
執
事
が
書
い
た
日

誌
で
あ
る
。
勝
家
執
事
の
一
人
で
あ
る
桜
井
貞
が
、
当
時
病
気
療
養
中
だ
っ
た
勝
伯
爵
家
第
２
代
当
主
で

あ
る
精
（
徳
川
慶
喜
１
０
男
、
海
舟
の
養
嗣
子
）
の
見
舞
い
に
行
っ
た
こ
と
や
、
徳
川
宗
家
の
家
扶
で
旧

幕
府
時
代
は
勘
定
方
や
奥
右
筆
等
を
歴
任
し
た
滝
村
小
太
郎
（
鶴
雄
）
が
、
自
著
で
あ
る
『
海
舟
伝
稿
』

全
２
６
冊
を
箱
に
入
れ
て
勝
家
に
持
参
し
た
こ
と
が
見
え
る
。 

そ
の
後
の
傍
線
部
に
注
目
し
て
欲
し
い
。「
徳
川
公
爵
様
に
執
筆
を
お
願
い
し
た
、
千
束
五
輪
塔
（
＝
海

仝
十
日 

曇 

 

一
、
今
朝
桜
井
病
院
へ
拝
伺
、
御
順
快
ノ 

 

御
運
ヒ
な
る
旨
、
午
後
参
邸
上
申
候
、 

一
、
滝
村
氏
参
邸
、
海
舟
傳
稿
（
廿
六
冊
、
箱
入
） 

 

持
参
セ
ら
る
、
但
該
箱
者
同
氏
よ
り 

 

進
呈
と
の
事
也
、 

一
、
徳
川
公
爵
様
江
御
揮
毫
ヲ
仰
キ
タ
ル
、
千 

束
五
輪
塔
海
舟
ノ
文
字
、
石
摺
弐
枚
ヲ
右
之 

御
礼
ヲ
申
上
旁
、
千
駄
ヶ
谷
江
滝
村
氏
持
参
之
事
、 

（
後
欠
） 

た
き
む
ら 

こ
た
ろ
う 

 
 
 

つ
る
お 
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舟
墓
石
）
の
海
舟
の
文
字
に
つ
い
て
、
石
摺
（
拓
本
）
２
枚
を
作
り
、
御
礼
と
し
て
滝
村
が
千
駄
ヶ
谷
に

持
参
す
る
事
」
と
あ
る
。
千
駄
ヶ
谷
に
は
、
明
治
１
０
年
１
０
月
以
来
、
徳
川
家
達
の
本
邸
が
あ
っ
た
。

こ
の
一
文
か
ら
、
海
舟
墓
石
に
彫
ら
れ
た
「
海
舟
」
の
二
文
字
が
、
家
達
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、 

慶
喜
の
筆
で
は
な
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

つ
い
で
に
、
こ
の
少
し
前
か
ら
遡
っ
て
見
て
み
る
と
、
海
舟
墓
石
は
１
月
の
埋
葬
時
に
は
造
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
や
、
墓
域
の
造
成
の
一
環
と
し
て
楓
や
紅
葉
の
植
樹
が
先
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
墓
石
の
設
計
が
協
議
さ
れ
始
め
た
の
は
４
月
末
か
ら
５
月
初
頭
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
６
月
１
３
日
に
は
、
海
舟
門
下
の
富
田
鉄
之
助
と
、
徳
川
宗
家
の
家
扶
で
あ
る
滝
村
が
「
御
生
前

御
肉
筆(

７)

ニ
似
せ
製
造
相
成
候
旨
（
海
舟
が
生
前
に
描
い
た
肉
筆
の
図
に
似
せ
て
墓
石
を
製
造
す
る
）」

と
の
方
針
を
定
め
、
７
月
に
見
積
り
、
そ
の
後
製
作
へ
と
進
む
（
墓
石
の
製
作
は
青
山
神
葬
地
の
石
工
・ 

鈴
木
猛
麟
が
担
当
し
た
）。
因
み
に
、
９
月
２
８
日
に
は
「
御
石
碑
刻
方
」
の
見
分
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
勝
家
側
が
家
達
に
墓
石
に
刻
む
「
海
舟
」
の
揮
毫
を
依
頼
し
た
の
は
こ
れ
以
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
或

い
は
、
７
月
２
３
日
条
で
家
達
の
家
扶
で
あ
る
滝
村
が
「
千
束
御
石
碑
」
の
件
で
赤
坂
氷
川
邸
に
来
て
い

る
か
ら
、
こ
の
辺
り
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
明
治
３
２
年
１
１
月
５
日
に 

工
事
は
竣
工
し
、
海
舟
墓
所
に
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
な
お
家
達
は
、
後
に
自
ら
洗
足
池
を
訪
れ
て 

海
舟
の
墓
参
り
を
行
っ
て
い
る(

８)

。 

 

４ 

お
わ
り
に 

以
上
に
よ
り
、
勝
海
舟
墓
石
の
「
海
舟
」
の
二
字
は
徳
川
家
達
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
６
歳
で
徳
川
宗
家
を
継
い
で
以
来
、
三
十
余
年
に
わ
た
り
海
舟
か
ら
世
話
に
な
っ
た
家
達
は
、
墓
石

に
筆
跡
を
寄
せ
る
こ
と
で
そ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

慶
喜
の
関
与
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
海
舟
の
墓
所
造
営
に
徳
川
家
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
資
料
的
根
拠
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
海
舟
墓
所
は
、
洗
足
池
畔
に
唯
一
残
る
徳
川
・

勝
両
家
の
つ
な
が
り
を
示
す
遺
蹟
と
し
て
、
当
地
域
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。 

  

と
み
た 

て
つ
の
す
け 

い
し
く 

す
ず
き 

も
う
り
ん 
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１ 

水
輪
は
、
五
輪
塔
の
一
部
分
の
名
称
で
あ
る
（
左
図
参
照
）。 

 
 

 

 

２ 

野
村
義
治
「
勝
海
舟
と
千
束
」（『
史
誌 

大
田
区
史
研
究
』
１
７
、
大
田
区
史
編
さ
ん
室
、
１
９
８
２
年
）、
墨
田
区

教
育
委
員
会
編
『
勝
海
舟 

両
国
生
ま
れ
の
幕
臣
』（
同
、
２
０
１
４
年
）
ほ
か
。 

３ 

戸
川
残
花
「（
八
十
）
千
束
池
畔
」（
同
『
海
舟
先
生
』
成
功
雑
誌
社
、
１
９
１
０
年 

１
２
５
頁
） 

４ 

大
正
期
に
撮
影
さ
れ
た
海
舟
墓
所
の
写
真
（
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
蔵
）
を
見
る
限
り
、
海
舟
墓
石
の
水
輪
の
字
は

明
ら
か
に
「
海
舟
」
の
二
字
で
あ
る
（
左
）。
よ
っ
て
、
こ
れ
は
戸
川
残
花
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。 

 
 

５ 

戸
川
残
花
「（
七
十
九
）
薨
去
」
第
二
（
註
３
前
掲
書
、
１
１
８
～
１
１
９
頁
） 

６ 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
大
田
区
に
伝
わ
る
勝
海
舟
・
西
郷
隆
盛
の
足
跡
」（『
月
刊
お
と
な
り
さ
ん
』
２
０
１
９
年
２
月

号
、
の
ち
西
村
敏
康
編
『
月
刊
お
と
な
り
さ
ん 

勝
海
舟×

西
郷
ど
ん
』(

株
式
会
社
ハ
ー
ツ
＆
マ
イ
ン
ズ
、
２
０
１
９

年)

に
採
録
、
同
著
１
１
１
頁
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

７ 

こ
こ
で
い
う
「（
海
舟
）
御
肉
筆
」
が
何
を
指
し
て
い
る
か
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
五

輪
塔
図
面
（
左
）
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
残
る
。 
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①

 

 

②

 

 

特
に
①
は
、
封
筒
の
表
書
か
ら
墓
石
設
計
時
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
富
田
と
滝
村
が
参
考
に
し
た
「
御
肉

筆
」
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
海
舟
が
還
暦
を
過
ぎ
た
明
治
１
６
（
１
８
８
３
）
年
に
墓
石
の
図
案
を
描
い
た
と
い
う
話
が
伝
わ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
但
馬
の
牧
田
探
源
を
来
客
に
迎
え
た
海
舟
は
、
紙
を
延
べ
て
即
興
で
墓
石
の
絵
を
描
き
、 

「
呼
天
號
地
、
四
大
茫
々
、
我
去
何
之
、
霧
消
清
虚
月
一
輪
、 

十
六
年
予
歳
六
十
一
、
頑
劣
無
成
、
而
空
老
朽
、
不
知
何
処
土
化
骸
、
偶
作
此
図
、
以
代
墓
碣
」 

と
の
賛
を
図
上
に
据
え
た
と
い
う
（
水
魚
庵
編
『
海
舟
百
話
』、
富
士
書
店
、
明
治
３
２
年
５
月
）
。
海
舟
没
後
、
こ
の

絵
は
軸
装
さ
れ
、
洗
足
軒
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
（『
同
方
会
報
告 

第
拾
参
號
』
明
治
３
２
年
１
２
月
）。 

以
上
を
踏
ま
え
て
図
案
①
②
を
見
る
と
、
①
に
は
賛
の
一
部
（
傍
線
部
）
が
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
海
舟
は
、 

洗
足
軒
に
掲
げ
ら
れ
た
絵
図
を
含
め
て
大
量
の
墓
石
図
を
描
き
、
①
②
は
そ
の
内
の
下
書
き
に
当
た
る
も
の
だ
ろ
う
。 

８ 

『
勝
伯
爵
家
執
事
日
誌
』
明
治
３
８
（
１
９
０
５
）
年
１
月
２
１
日
条
、
大
正
１
０
（
１
９
２
１
）
年
１
月
１
９
日

条
。 


